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サーバーレスとIoT

アマゾン ウェブ サービス ジャパン

榎並利晃
事業開発部マネージャー

　「サーバーレス」というクラウドサ
ービスが注目され始めている。“サー
バー”の概念をなくしたPaaS的なサ
ービスで、クラウド上でサーバーを
調達するといった作業を不要にする。
その代表的なサービスが、イベント
駆動型のプログラム実行環境「AWS 
Lambda（ラムダ）」である。Lambda
では、プログラムの実行時間と実行
回数が課金の対象となる。例えば、

「Amazon EC2」では処理時間に関
係なく時間単位で課金されるが、
Lambdaでは1分の処理なら1分の料
金しかかからない。
　IoTではセンサから得たデータを蓄
積し、異常値を発見した場合に処理
を行うというケースがある。常にプ
ログラムが稼働しているわけではな
いため、Lambdaのようなイベント駆
動型のサービスがコストの最適化に
つながることになる。IoTとサーバー
レスは、非常に親和性が高いのであ
る。

　IoTは、あらゆるシステムがそうである
のと同様に、オンプレミスで構築した環
境でも活用できる。クラウドは必須の要
件ではない。ただ、クラウドであることが、
IoTを始めるにあたって優位な点が多い。
それはつまり、IoTといえばクラウドとい
うことを意味する。
　 で は、Amazon Web Services
（AWS）から「IoTといえばクラウド」の
理由を挙げてみよう。
◆低コスト

　一つは、低コストであるということ。拡
張が容易なクラウドでは、システムのピ
ークを想定したシステム環境を用意する
必要がないため、初期投資を抑えること
ができる。システムが不要になれば、ク

ラウドの利用をやめるだけでよい。
　IoTでは、どれだけのデータ量が発生す
るのかをあらかじめ予想することが難しい
ケースがある。想定以上のデータ量の処
理が必要となればサーバーなどを増強し
なければならないが、オンプレミス環境
では調達に時間がかかってしまう。クラウ
ドであれば、自動的に増強することができ
る。また、IoT関連のシステムが期待通り
の効果がなかった場合、クラウドであれ
ば物理的なIT資産を抱えないため、シス
テム利用を中止するという判断もしやす
い。
◆グローバル展開が容易
　二つ目は、グローバル展開が容易と
いうこと。グローバルなサービスである
AWSは、海外でも同様の環境を容易に用
意できる。製造拠点をグローバルで展開
している製造業などにおいて、IoT関連の

システムを構築するには、グローバルで
共通の調達ができるサービスはありがた

い。とくに製造業では、海外の工場内の
機械にセンサを取り付けて、国内の本部
からリモートで監視するというIoT活用が
想定される。
◆セキュリティ
　三つ目は、セキュリティ。IoTデバイス
から取得したデータは、安全に管理する
ことが求められる。そのための環境をユ
ーザーが用意するよりも、IoT環境を想定
したセキュリティサービスを提供している
クラウドを活用したほうが、すばやく設定
でき、確実に運用できる。ちなみに、オ
ンプレミスからクラウドへの切り替え理由
では、セキュリティを挙げるユーザーが増
えている。自社で管理するよりも専門家
による管理のほうが安心というわけだ。
◆多彩なサービス
　最後が多くのサービスが用意されてい
るということ。IoTで有効活用できるサー
ビスも多く用意されていて、オンプレミス
でゼロから開発するよりも、圧倒的なス
ピードでIoT関連システムを構築できる。
また、新しいサービスが続々と登場する
のも、AWSの特徴である。「AWSを活用
していくなかで欲しいと思うような機能
は、すぐに提供される」とは、多くのエン
ジニア評である。

　IoTで求められる機能要件は、図1のよ

うに大きく二つに分けることができる。
　一つ目は、「データ収集／分析」。センサ
などを活用して、位置情報を管理したり、
状態を監視したり、動線を把握したりす
る「モニタリング」。稼働実績や異常監視
などに使う「予防予知保全」。保守作業を
指示する「作業効率・自動化」。これらが
データ収集／分析によって実現する。
　「以前は、限定された範囲内でデータ収
集／分析が行われていたが、より広範囲
にIoTを活用するという動きがある。例え
ば、企画から製造、物流、販売、保守と
いうワークロード全体にIoTを適用するこ
とで、製品サイクルの最適化に取り組ん
でいる」と、アマゾンウェブサービスジャ

パンの榎並利晃・事業開発部マネージャ
ーはIoTの動向を語る。消費者の動向を把
握できれば、ファンを増やすための“囲い
込みツール”としての活用も考えられる。
　二つ目は、「リモート制御」。遠隔操作に
よる作業下での運用などが相当する。大
規模農場では、GPSによる位置情報を活
用した自動運転の耕作機などが活用され
始めている。

　IoTの機能要件において、AWSのサー
ビスを配置したのが図2である。このなか
の「AWS IoT」は、その名の通り、IoT向
けサービスで、IoTデバイスとAWSをセ
キュアに接続し、そこから得られるデータ
に対する処理やアクションを実行するこ
とができる。ほかにも、IoTデバイスが物
理的に接続されていなくても、コマンド
を伝達できる「デバイスシャドー」、多くの
デバイスを管理するための「デバイスレジ
ストリ」などの機能を備えている。
　AWS IoTのサービスがリリースされた
のは、2015年10月である。多くのユーザ
ー企業では、まだ最適な活用方法を模索
している段階にある。「IoTで何かをしな
ければという意識があっても、何をしたら
いいのかわからないという声が多い。クラ
ウドは初期導入コストが安いため、挑戦
しやすい。失敗を恐れず、まずはトライ
していただきたい」（榎並マネージャー）。
AWSのパートナー企業もさまざまなIoT
ソリューションの提供を始めており、今後
はよりIoTに取り組みやすくなると期待さ
れる。

Special Feature 3
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Special Feature2

クラウドの活用は、オンプレミスの代替ではおもしろくない。

基幹システムをクラウドで稼働させるのは、クラウドの進化を

証明することになるものの、クラウドの真価を発揮しているとはいえないからだ。

クラウドの柔軟性やスピードは、イノベーションのエンジンとなってこそ、

本当の価値を見出すことができる。

ITの可能性を拡げるIoT（Internet of Things）は、その代表選手だ。
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セゾン情報システムズ
http://www.hulft.com

「AWS re：Invent 2015」で「Think Big」賞を受賞

なぜ、「HULFT」と「DataSpider」が
AWSで注目されているのか

なぜ、「HULFT」と「DataSpider」が
AWSで注目されているのか

セゾン情報システムズ

小野和俊
常務取締役
CTO
テクノベーションセンター長
兼 アプレッソ 代表取締役社長

　パブリッククラウド上に構築したシステムから、確実、かつセキュアにデータ

を取得したいというニーズが高まっている。複数のシステムをパブリッククラウ

ド上で動かす一方で、社内ネットワーク上にシステムを置きたいとのニーズも強

いため、さまざまな環境におけるシステム間の連携が必要とされているからだ。

とくに社外のネットワークを活用する場合、想定外の問題が発生しがちである。

そうしたなかで注目されているのが、セキュアで確実なファイル転送を実現する

「HULFT」と、データ連携ミドルウェア「DataSpider」である。豊富な実績をも

つ二つのツールが、クラウド時代においても存在感を増している。

　全国銀行協会の会員銀行における導入率が100

％を誇るHULFT（ハルフト）。高い信頼性を求め

る銀行での実績は、信頼の証だ。HULFTが支持

される理由について、小野和俊・常務取締役CTO

は「品質の高さに尽きる。2014年12月から15年

11月にかけての調査では、障害発生率が0.05％で、

導入後3か月の障害は0件。HULFTの品質は、数

字によって証明されている」と語る。

　HULFTの販売開始は1993年。メインフレーム

による集中処理から、分散型システムへとダウン

サイジングが進む時期にリリースされた。さまざ

まなプラットフォームが登場するなかで、データ

連携を実現するツールとして支持され、実績を残

してきている。

　そのHULFTが今、Amazon Web Services

（AWS）などのパブリッククラウドを取り扱うクラ

ウドインテグレータの間で注目されているという。

クラウド化の進展が、企業システムのさらなる分

散化を推し進めているというのが理由だ。

　クラウド活用が進んでいるとはいえ、多くの企

業はオンプレミスのIT資産を抱えている。すべて

をクラウドに切り替えるのではなく、部分的にク

ラウド化するという対応が多いためだ。業務によ

っては社外にデータを置くことを嫌うことから、

何らかのシステムが社内に残るというケースは今

後も続くと考えられる。

　そうしたなかで問題なのが、システムの連携で

ある。パブリッククラウドとオンプレミス環境が

共存するハイブリッドな環境では、すべてのシス

テムが社内ネットワーク上で稼働していたときの

ツールが機能しないケースがあるからだ。パブリ

ッククラウド上のシステム間でも同様である。

　「パブリッククラウドを採用した企業では、シス

テムの連携で苦しむケースがみられる。社外のネ

ットワークを経由することによって、社内で使っ

ていた仕組みが機能しないのが原因だ。また、イ

ンターネットではセキュリティや転送スピードも

課題となる」と、小野CTOはハイブリッドクラウ

ド環境での問題点を指摘する。

　そこで、HULFTである。ハイブリッドクラウド

環境では、データ連携を確実に実施するためのソ

リューションが必要とされているというわけだ。

「HULFTは、データを確実に転送することに加え、

強固なセキュリティ対策が施されていることや、

回線の安定化にも貢献する」と、小野CTOは語る。

　なかでもポイントは、“データを確実に転送す

る”ところにある。データを送りっぱなしにしない、

受手の受信確認で終わることもない。そのデータ

がしかるべきシステムに渡されて、しっかり活用

されるところまでを管理の対象にできる。「こうし

たワークフローが伴うファイル転送の仕組みは、

独自で開発することが多かったが、実績と信頼性

の高さからHULFTが選択されるようになってき

た。パブリッククラウドの活用は、社内ネットワ

ーク内でのデータ連携

とは違う問題が必ずで

てくる。HULFTの歴史

は長いが、クラウド時

代においても、その有

効性は増すばかりであ

る」と、小野CTOはニ

ーズを感じている。ニ

ーズと期待の高さから、米アマゾンウェブサービ

スの年次イベント「AWS re：Invent 2015」では、

セゾン情報システムズが「Think Big」賞を受賞。

同賞に選ばれたのは、世界でたった9社であった。

　HULFTとともにクラウドで活用されているの

が、アプレッソのデータ連携ツールのDataSpider

である。「HULFTとDataSpiderの関係は、API同

士がつながっているイメージ。それほど密に連携

しているので、複数システムのデータ連携を容

易に実現する」と小野CTOは説明する。例えば、

AWS上で複数のシステムが稼働している場合、

ファイル転送をHULFTが担い、各システムにデ

ータを渡す役割をDataSpiderが担うというかたち

で利用されている。とくに基幹システムがAWS上

で稼働するケースが増えたため、周辺システムと

の連携でDataSpiderのニーズが高まっているとい

う。

　セゾン情報システムズは4月1日、IoT時代に

マッチした新しいコンセプトのHULFTとして

「HULFT IoT」を発表した。セキュリティ対策や送

達保証といったHULFTの品質で、IoTデバイスと

システムをつなぐソリューションである。IoTでは、

取得するデータ量を把握しにくいなどの理由から、

スケールしやすいパブリッククラウドを採用する

ことが多い。ただ、クラウドを活用するには、前

述したようなデータ連携における課題があるため、

IoT分野においてもHULFTが必要とされているの

である。なお、DataSpiderはHULFT IoTとも密に

連携していて、IoTデバイスから得たデータによる

システム連携などで活用できるようになっている。

　分散型システムの普及時に登場したHULFTが、

クラウド時代、そしてIoT時代を迎えても、その勢

いは増すばかりだ。今後もHULFTは、“データを

確実に転送する”というシステムの根幹にかかわる

ニーズに対して、信頼性で応えていく。

「HULFT」「DataSpider」のAWS上での連携イメージ

HULFTで
転送

格納

連携

DB

EC2 EC2

業務アプリ

社内システム

Amazon Web Services

HULFT HULFT DataSpider

photo by Koichi Katsuyama
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なぜ、「HULFT」と「DataSpider」が
AWSで注目されているのか

クラウド時代もHULFT

データを確実に転送する

HULFTとDataSpider

　IoT分野は、さまざまな活用事例が出てくるも、いまだ多くの
企業で手探りの状況にある。そのため、初期投資の小ささや、
仕切り直しのしやすさなどから、サーバー環境にはクラウドが活
用されることが多い。そのため、“IoTといえばクラウド”という
認識が浸透しつつある。
　IoT関連のセッションは、6月3日に集中している。General 
Conferenceでは、「AWSによるIoT最新動向とデザインパタ
ーン」をはじめ、複数のセッションが用意されているほか、最
後に「誰でも始められるIoTビジネス。ミッドマーケットIoTで
儲けるコツ」がテーマのパネルディスカッションも興味深い。
Developers Conferenceでは、ウフルによる「IoTプロジェク
トはなぜ失敗するのか」や、ユーザーによるIoT事例のセッショ
ンも予定されている。
　サーバーレス関連は、これから普及していく分野ということも

あり、主にDevelopers 
Conferenceが主戦場と
なっている。先進事例とし
ては、サーバーレス向けのサ
ービスである「AWS Lambda」
を活用しているリクルートジョブスのセ
ッションが要注目だ。

　ユーザー事例のセッション数は、国内最多クラス。しかも、
その多くでユーザー企業自らが登壇する。「各社がどのようにク
ラウドを活用しているのか気になる」というエンドユーザーの要
望に応えるセッションが多数。IT企業も、ここでしか聞けない活
用現場の声をしっかりと受け止めていただきたい。
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Go!Go!Go!ナイト
イベント

Summit！

注目キーワードはIoTとサーバーレス

国内最多クラスの事例セッション

まずは高輪へ

クラウド活用を知り尽くせ！

　参加者のコミュニケーションの場として、ナイトイベン
トも用意されている。6月2日はデベロッパー向けの「IoT 
Developers' Night powered by Intel」、6月3日はAWSユーザ
ーグループ向けの「JAWS-UG Night in AWS Summit Tokyo 
2016」があり、どちらも6時50分スタートとなっている。

　6月2日・3日のGeneral ConferenceとDevelopers Conferenceは、当日の受付
も行っている。事前受付で定員に達して受付終了となっているセッションでも、当日
の受付で受講できる可能性がある。また、AWSとパートナー企業による展示ブースは、
事前登録不要で当日受付でも入ることができる。IoTなどの体験コーナーや、AWS
の実機トレーニングコーナーなど用意されている。まずは、AWS Summit Tokyo 
2016の会場であるグランドプリンスホテル新高輪へ足を運んでいただきたい。

　 最 新 のク
ラウド導入事例や

AWSのテクノロジートレ
ンドなどを紹介する「General 

Conference」。キーノートのほか、
企業の規模やユーザーのレベルにあわせた

セッションなど、クラウド活用の最適解が集結す
る。また、両日とも「セルフペースラボ」が用意されて

いて、AWSの今を存分に体験することができる。

　初日に開催されるのは、AWSのユーザー企業を対
象とする「Enterprise Day」。すでにAWSを活用
しているユーザーに対し、より深い情報を提供
するべく、今回、新たに用意された。「もっと
AWSを有効活用したい」「クラウド活用で
ビジネスを変えたい」といった既存ユー
ザーのニーズに応える。抽選制となっ
ている。

　デベロッパー向けに技術情報や活用事例などを紹
介する「Developers Conference」。事例は、デ
ベロッパー向けにユーザー企業のシステム部
門が解説するところがポイントだ。また、
IoTやサーバーレス、Docker といった
注目キーワードのセッションも多数
用意されている。

○ 2016年6月1日（水）～3日（金）　○グランドプリンスホテル新高輪（国際館パミール、飛天）〒108-8612 東京都港区高輪 3-13-1　○入場無料　○ http://www.awssummit.tokyo/

夜も

6月1日

6月2日・3日

6月2日・3日

今年も、AWSの夏がきた！ 

アマゾン ウェブ サービス ジャパンが主催するカンファレンス「AWS Summit Tokyo 2016」が、

6月1～3日の3日間、グランドプリンスホテル新高輪で開催される。

テーマは「クラウド活用の最適解、ここに集結」。

IoTやサーバーレスといったキーワードにおけるAmazon Web Services（AWS）の動向や、

事例セッションの多くでユーザー企業自ら登壇するのが特徴だ。

事前登録制だが、当日席も用意されている。

体験コーナーや展示ブースもあるので、まずは高輪へ行ってみよう。

Ask The Speaker！
　「セッション終了後に講演者に質問した
い」というニーズに応えるべく、講演者
と直接話ができるコーナーを展示エリア
に併設する。セッション会場では、次の
セッションが始まるため、質問などの時
間が限られていたが、展示エリアに併設
されるため、次のセッションを気にせずに
質問ができる。
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　「AWSに取り組み始めたときのように、サーバ

ーレスという新しいコンセプトがエンジニアに刺

さっている」と、後藤和貴・執行役員はLambdaに

対するエンジニアの注目度を説明する。まだ、ユ

ーザー企業への浸透度は低いものの、エンジニア

に支持されるクラウドサービスは必ず普及すると

cloudpackでは考えている。

　では、Lambdaの何がエンジニアに“刺さってい

る”のか。答えは、オンプレミスからクラウドへの

流れの延長線上にある。

　オンプレミスでは事前にシステム負荷のピーク

を予測し、それにあわせたサーバー環境を用意し

ていた。そのため、ピーク時以外は多くのリソー

スを使っていないという状況になる。しかも、予

測外のシステム負荷には対応できない。これに対

して、AWSの仮想サーバー「Amazon EC2」では、

好きなタイミングで構成を変更できる。オートス

ケールにも対応しているため、システム負荷が想

定を超えても、動的に対応できるのである。サー

バーメーカーに依存することなく、自由にサーバー

を構成できるため、EC2が多くのエンジニアに刺

さった。

　ただし、EC2は時間単位で課金されるため、1

分で終わる処理でも1時間分の料金を支払うこと

になる。そのカベを破るのが、Lambdaというわけ

だ。EC2は時間単位でサーバーを借りるという概

念だが、Lambdaはプログラムの実行時間と実行

回数で課金するため、サーバーという概念がない。

よりコストを最適化できるのである。

　「EC2には、サーバーの運用という把握しにくい

コストがある。Lambdaはイベントドリブンなため、

そのコストが不要になる。PaaS的な環境であるこ

とから、インフラまわりを考える必要もない」と、

鈴木宏康・取締役CTOはLambdaによるサーバー

レス環境のメリットを語る。

　Lambdaのメリットはコスト削減にあるが、そ

れだけではない。セキュリティリスクを下げると

いう効果もある。図をみていただきたい。利用者

とAWSのセキュリティリスクに関する責任分岐

点が、EC2とLambdaで大きく変わるのである。

EC2ではOS以上のレイヤが利用者の責任となる

が、Lambdaではソフトウェアのみ。つまり、ソフ

トウェア以外のセキュリ

ティリスクに関する対策

は、AWSが担うのであ

る。その分、Lambdaユ

ーザーは、よりビジネス

に近いところに注力する

ことができる。

　「オンプレミスとの比

較をしないクラウドファ

ーストが浸透したが、今

後は“Lambdaファースト”になる。実際、社内の

エンジニアの間では、その傾向が出始めてきた。

エンジニアにとってEC2の採用は、Lambdaを活か

せない場合の最後の手段になる」と後藤執行役員

は、いずれEC2とLambdaが比較対象ではなくな

るとしている。Lambdaの特長が活きるのであれ

ば、EC2を選ぶ理由はないというわけだ。

　気になるのは、EC2の行方である。「EC2が不

要になるとは考えていないが、Lambdaが主流に

なるのは時間の問題。ただ、現時点では開発言語

に制限があるなど、自由度の点で課題を残してい

る。そのため、EC2上で稼働しているシステムの

移行はまだハードルが高い。現時点では、新規シ

ステムでの採用がLambdaには向いている」と、鈴

木CTOは考えている。

　EC2を中心にAWSの導入設計から環境構築、

運用までをトータルでサポートするcloudpackにと

って、Lambdaは既存のビジネスを脅かす存在と

なる。

　「cloudpackとしては、Lambdaを押せば押す

ほど既存ビジネスがきつくなる。ただ、幸いなこ

とに、cloudpackのエンジニアが積極的に取り組

んでいるため、Lambdaのメリットとデメリットの

知見が溜まってきている。EC2の時と同様に、案

件をこなしながらノウハウを蓄積して、新たな案

件をこなすという、正のスパイラルにしていきた

い」と、後藤執行役員は今後のビジネスの軸足を

Lambdaに置くことに覚悟を決めている。ちなみ

に、cloudpackでは社内でLambdaに関する多く

のノウハウが蓄積されたことから、すでにサーバ

ーレス開発のホワイトペーパーを作成していて、

惜しげもなくウェブサイト上に公開している。

　Lambdaと同様のサービスは、AWS以外のク

ラウドベンダーも提供し始めており、いずれは

Lambdaのようなサービスが一般化すると考えら

れる。オンプレミスからクラウドへの転換では、

多くのITベンダーが既存ビジネスを捨てきれず、

対応に苦しんだ。Lambdaも既存のクラウドイン

テグレータを苦しめることになるかもしれない。

cloudpackはそこを乗り越えることで、次の成長

へとつなげようとしている。

アイレット cloudpack
http://www.iret.co.jp/ https://cloudpack.jp/

サーバーレスへと進化するクラウド

“Lambdaファースト”をエンジンに
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cloudpackはさらなる飛躍を遂げる

鈴木宏康
取締役CTO

後藤和貴
執行役員

　ユーザー企業をサーバーの保有から解放したクラウドが、サーバーという概念からの解放

も実現してしまう。アマゾンウェブサービス（AWS）が提供するイベント駆動型のプログラ

ム実行環境「AWS Lambda（Lambda、ラムダ）」だ。プログラムを動かすにはサーバーが必

要という常識を根底から変えてしまうだけでなく、クラウドサービスのメリットとして挙げら

れるオートスケールさえも無用の長物にしてしまうサービスである。ユーザー企業には、コ

ストの面で大きなメリットをもたらす。ただ、クラウドインテグレータには、大打撃となって

しまうのではないか。cloudpackでクラウド市場を牽引してきたアイレットの答えはノーだ。

EC2からLambdaへ

責任分岐点

EC2の場合

利用者

OSやミドルウェアも含め
ほとんどが利用者の責任

アプリケーション データ

ミドルウェア 運用ツール

OS ミドルウェア 運用ツール

OS

・セキュリティ設定
・アカウント管理
・ネットワーク設定
・パラメータチューニング
・監視／バックアップ／
  障害対応

・ファシリティ
・物理セキュリティ
・コンピュートインフラ

・ストレージインフラ
・ネットワークインフラ
・仮想レイヤ

責任分岐点

Lambdaの場合

利用者

アプリケーション以外は
AWSの責任

アプリケーション データ ・セキュリティ設定
・アカウント管理

・ネットワーク設定
・パラメータチューニング
・監視／バックアップ／
  障害対応

・ファシリティ
・物理セキュリティ
・コンピュートインフラ

・ストレージインフラ
・ネットワークインフラ
・仮想レイヤ

AWS AWS

photo by Koichi Katsuyama

サーバーレスの衝撃

いずれLambdaが主流になる

危機感を成長につなげる



※1 この地図は縮尺・内容等をデザイン化したものです。実際とは異なる場合があります。　※2 Webで公開されているAPNプレミアコンサルティングパートナー一覧をもとに作成しています。2016年5月12日時点のものです。

この地図は、日本のAPN（Amazon Partner Network）の公開情報にもとづき、AWSのパートナー企業を国内の本社所在地でマッピングしたものです。
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BizMobile
日立製作所
ビープラッツ
ブイキューブ
フォースメディア
富士通
FlyData
ぷらっとホーム
古河インフォメーション・テクノロジー
日本マイクロソフト
MetaMoJi
モビンギ
ユニリタ
ゆめみ
Real iD
レピカ

北海道
■APNスタンダードコンサルティングパートナー
アフォーダンス
■APNスタンダードテクノロジーパートナー
エコモット

青森県
■APNスタンダードコンサルティングパートナー
ヘプタゴン

宮城県
■APNスタンダードテクノロジーパートナー
データコム

千葉県
■APNスタンダードテクノロジーパートナー
ティーエイアンドシー

神奈川県
■APNアドバンスドコンサルティングパートナー
ウィプロ リミテッド
富士ソフト
■APNスタンダードコンサルティングパートナー
JBアドバンスト・テクノロジー
タグバンガーズ
■APNスタンダードテクノロジーパートナー
CIJ
ジェイピー・セキュア
SoupPot!
ネオジャパン

静岡県
■APNスタンダードコンサルティングパートナー
ソフテス

京都府
■APNスタンダードコンサルティングパートナー
石田大成社
エイジェックスコミュニケーションズ

大阪府
■APNアドバンスドコンサルティングパートナー
ターン・アンド・フロンティア
■APNスタンダードコンサルティングパートナー
アイテック阪急阪神
アールスリーインスティテュート
応用技術
オージス総研
鈴木商店
テイジイエル
■APNスタンダードテクノロジーパートナー
ICSパートナーズ
アルファサード
シャープビジネスソリューション

兵庫県
■APNアドバンスドコンサルティングパートナー
デジタルキューブ
■APNスタンダードコンサルティングパートナー
MEDIAEDGE

福岡県
■APNアドバンスドコンサルティングパートナー
Fusic
■APNスタンダードコンサルティングパートナー
グローバルブレインズ
ネビラボ
ハウインターナショナル
■APNアドバンスドテクノロジーパートナー
アイキューブドシステムズ
■APNスタンダードテクノロジーパートナー
キャム

大分県
■APNスタンダードテクノロジーパートナー
ザイナス

沖縄県
■APNスタンダードコンサルティングパートナー
レキサス

東京都

2校


